
令和元年度富士見市介護保険事業推進委員会 第３回会議（議事録要旨） 

 

開 催 日 時  令和元年１０月１０日（木）１３時３０分～１５時００分 

開 催 場 所  富士見市役所 分館会議室 

出 席 委 員  奥村敬一 鳥羽美香 日鼻靖 渋谷善行 寺内克行 古内美和 谷澤五雄 

       前田秀子 久米原明彦 佐々木秀一 井山順子 

欠 席 委 員  武長正洋 本多邦男 

事務局職員  高齢者福祉課長 宮嶋  副課長 長谷部・新山  

係長 飯塚・神谷  担当 内田 

健康増進センター所長 望月  係長 平 

       高齢者あんしん相談センターむさしの 古橋 

       高齢者あんしん相談センターふじみ苑 市川 

       高齢者あんしん相談センターえぶりわん鶴瀬 Nisi 田代 

       高齢者あんしん相談センターみずほ苑 橋本 

       高齢者あんしん相談センターひだまりの庭むさしの 土川 

 

１ 開会 

 

・委員長より開会のあいさつ 

 

２ 議事 

 

（１）平成３０年度各高齢者あんしん相談センター活動実績報告及び決算報告について 

・資料１に沿って事務局及び各高齢者あんしん相談センター管理者から説明。 

 

 ＜質 疑＞  

委 員：虐待の件数が各センターによって差があるようだが、各センターの現状を教

えてほしい。 

管理者：報告した件数は虐待対応した延べ件数であり、ケースによって何回も家族や

本人と関わることもある。虐待の対応件数の実人数は数人程度です。 

委 員：虐待の対応については、市と包括はどのように連携しているのか。 

事務局：虐待の疑いを含め通報があった場合は、まずは、高齢者あんしん相談センタ

ー職員や市職員による実態把握をして状況を確認したうえで、コア会議を開

催して今後の方針を決め、虐待かどうか判断している。先ほど報告した件数

に差が出ているのは、ケースの状況がその年度によって変わるため、何年も

対応しているケースもあるからです。資料１の報告件数は、虐待対応の延べ

件数であり昨年度に虐待のケースと認めた件数ではないので、ご理解いただ

きたい。 

委 員：地域ケア圏域会議でゴミ出し支援が必要なケースの事例を取り上げていた。

高齢者の方でゴミ出しに困っている方が増えていると思う。近隣の方には頼



めないので、民生委員が好意でゴミ出しを行っている地域もあるようだ。民

生委員の負担も大きいと思うので、市の対応策は何かないのか。 

事務局：ふれあい収集という事業があり、高齢者または障がい者のみの世帯で、自力

でゴミ出しが出来ない世帯に対し、ごみの戸別収集を行っていますので、支

援が必要な方がいましたら高齢者福祉課にご相談ください。 

委 員：地域ケア圏域会議で課題解決のために議論し方向性が示されていても、その

後の報告もなく、活かされていない。地域ケア圏域会議の進め方や報告方法

を検討したらどうか。 

事務局：市では、地域課題の解決方法を検討している地域ケア圏域会議を包括ごとに

年３回開催している。様々なテーマで開催しているが、政策形成につながる

会議になるように手法を構築している段階であり、会議の進め方等について

検討していきたいと考えているので、ご理解いただきたい。 

委 員：ゴミ屋敷の支援は、介護保険分野でできることはあるか。 

事務局：介護保険分野だけで支援を行うのは難しいところもあるので、様々な関係機

関や関係者とともに、ケースに合わせて支援している。 

 

 

（２）高齢者等実態調査等の実施について 

  ・資料２に沿って事務局から説明。 

 

  ＜質 疑＞  

委 員：介護予防・日常生活圏域ニーズ調査については、介護予防や互助の意識が変

わるような、身に迫るような設問にできないか。 

事務局：国から示されている設問については変更できない部分もあるが、その設問を

深く掘り下げられるような市独自の設問をオプションで加えることもでき

るので、調査委託業者の研究員と相談しながら、計画策定に活かせるよう考

えていきたい。 

委 員：国から示される手引き等は、いつぐらいになるのか。 

事務局：１０月中には示される予定で、それを踏まえて調査の設問を決めるので、調

査票が出来上がり次第、委員の皆様に送付させていただく。 

 

 

（２）地域密着型事業所等の施設整備について 

  ・資料３に沿って事務局から説明。 

 

  ＜質 疑＞  

委 員：デイ廃止が２か所とのことだが、地域密着型事業所の経営は難しいのか。 

事務局：デイは経営に余裕が生まれるようなサービスではなく、デイ単独の経営では

難しいとお聞きしている。今回の廃止事業所は、施設の老朽化のための廃止

であり、経営不振によるものではないと聞いている。 



委 員：新規のデイサービスは、地域住民への説明会は開催しないのか。 

事務局：介護保険法令上は、説明会開催は必須ではないが、委員のご提案を踏まえ、

事業者に対し住民への説明会を開催するようお伝えする。 

委 員：地域密着型事業所の整備についての許認可は、市なのか。 

事務局：地域密着型事業所の指定申請等の認可は市になるが、介護保険事業推進委員

会での審議を踏まえて計画的に施設整備をしていくので、今後も審議にご協

力をお願いしたい。 

 

 

（４）その他 

  ・事務局より、次回開催日の提案をし、次回は３月下旬頃になるとの報告をした。 

 

 

３ 閉会 

  ・副委員長より閉会のあいさつ 


